
ＣＩＳＰＲの諸規格に関する答申の概要

本規格は、 30MHz～1000MHz の周波数範囲における妨害波電力の測定方法に
関する基本的な技術条件を示したものである。

前回答申からの主な変更点は、吸収クランプを用いる妨害波電力測定法の詳細化
及び妨害波の自動測定に係る具体的規定の追加である。

CISPR22「情報技術装置からの妨害波の許容値と測定法」

本規格は、情報技術装置（ITE）から発生する妨害波信号レベルの測定法、および
許容値を規定している。

前回答申からの主な変更点は、通信ポート伝導コモンモード妨害波の非侵襲性測
定法による適合判定方法の改定である。

CISPR16 第2部「無線周波妨害波およびイミュニティ測定法の技術的条件」のうち
第2編「妨害波電力の測定法」

供試装置 吸収クランプ
電源線

※吸収クランプを移動させ最大値を測定

測定用受信機

電流プローブ
供試装置 関連装置

容量性電圧
プローブ

通信ポート伝導コモンモード妨害波の非侵襲性測定法

通信線

別紙
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